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【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 1 0 3 5 2 2 ( P 2 0 2 2 - 1 0 3 5 2 2 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 7 月 8 日 ( 2 0 2 2 . 7 . 8 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 1 2 4
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 2 月 1 4 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 1 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 型 枠 の 下 側 に 十 分 な 作 業 領 域 を 確 保 で き な い 場 合 に は 、 型 枠 の 下 側 に 潜 り 込 ん で  
作 業 を 行 う 等 、 保 持 具 の 取 り 付 け 作 業 が 困 難 と な る 。 こ の よ う に 、 埋 込 部 材 の 保 持 具 を 取  
り 付 け る こ と が 困 難 な 型 枠 で あ っ て も 、 埋 込 部 材 の 保 持 具 と し て 、 脱 型 時 に 破 断 す る こ と  
が 可 能 な プ ラ ス チ ッ ク 製 の ボ ル ト を 使 用 す る と と も に 、 打 ち 込 ん だ コ ン ク リ ー ト を 締 固 め  
る た め の バ イ ブ レ ー タ 等 が 接 触 し た と し て も 埋 込 部 材 を 確 実 に 保 持 す る こ と が で き る よ う  
な 構 造 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 埋 込 部 材 保 持 構 造 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 を 製 造 す る 型 枠 に 埋  
込 部 材 を 保 持 す る た め の 保 持 構 造 で あ っ て 、 型 枠 の 埋 込 部 材 取 付 位 置 に 設 け ら れ た 埋 込 部  
材 取 付 孔 と 、 型 枠 の 内 部 側 か ら 外 部 側 へ 向 か っ て 徐 々 に 縮 径 す る 外 周 形 状 を な す 埋 込 部 材  
保 持 具 と 、 埋 込 部 材 取 付 孔 に 取 り 付 け ら れ 、 埋 込 部 材 保 持 具 の 外 周 形 状 と 合 致 す る 内 周 形  
状 を 有 し 、 当 該 埋 込 部 材 保 持 具 を 内 部 に 嵌 ま り 込 ま せ た 状 態 で 型 枠 に 取 り 付 け て 固 定 す る  
埋 込 部 材 固 定 具 と 、 埋 込 部 材 保 持 具 と 埋 込 部 材 固 定 具 と を 連 結 す る と と も に 、 所 定 以 上 の  
外 力 が 加 わ る と 破 断 す る 脆 弱 部 を 有 す る 連 結 具 と 、 埋 込 部 材 と 埋 込 部 材 保 持 具 と の 間 に 設  
け ら れ 、 両 者 を 連 結 す る 連 結 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ＜ イ ン サ ー ト ＞
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　 本 実 施 形 態 の 埋 込 部 材 で あ る イ ン サ ー ト １ ０ は 、 一 般 的 な イ ン サ ー ト １ ０ と 比 較 し て 大  
径 及 び 長 尺 と な っ て い る 。 な お 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 大 径 及 び 長 尺 の イ ン サ ー ト １ ０ だ  
け で は な く 、 一 般 的 な イ ン サ ー ト １ ０ に も 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の イ ン サ ー ト １ ０ は  
、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 表 面 に 「 リ ブ 」 や 「 節 」 と 呼 ば れ る 凹 凸 の 突 起 を 設 け た 棒  
状 の 鋼 材 で あ る 異 形 棒 鋼 （ 異 形 鉄 筋 ） を 用 い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 す な わ ち 、 例 え ば 、 イ ン サ ー ト 固 定 具 ３ ０ の 内 周 面 が 円 筒 状 で 、 イ ン サ ー ト 保 持 具 ２ ０  
が 円 柱 状 で あ る 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト 保 持 具 ２ ０ を イ ン サ ー ト 固 定 具 ３ ０ の 内 部 に 嵌 め 込  
む 際 に 正 確 な 位 置 決 め が 必 要 と な る 。 一 方 、 イ ン サ ー ト 固 定 具 ３ ０ の 内 周 面 と イ ン サ ー ト  
保 持 具 ２ ０ の 外 周 面 が 、 互 い に 接 触 す る コ ー ン 状 と な っ て い る 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト 固 定  
具 ３ ０ の 内 周 面 の い ず れ か の 位 置 に イ ン サ ー ト 保 持 具 ２ ０ の 外 周 面 の 一 部 が 接 触 す れ ば 、
イ ン サ ー ト 保 持 具 ２ ０ の 外 周 面 （ 縮 径 す る 傾 斜 面 ） が イ ン サ ー ト 固 定 具 ３ ０ の 内 周 面 （ 縮  
径 す る 傾 斜 面 ） に 導 か れ て 位 置 が 自 動 的 に 調 整 さ れ る の で 、 イ ン サ ー ト 保 持 具 ２ ０ を イ ン  
サ ー ト 固 定 具 ３ ０ の 内 部 に 容 易 に 嵌 め 込 む こ と が で き る 。
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